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１ オレンジカフェモデル事業のねらい 

(1)  地 域 で 支 え 合 う 認 知 症 対 策 に お け る オ レ ン ジ カ フ ェ の 役 割 を 確 認  

(2)  認 知 症 の 人 や 家 族 、 地 域 住 民 、 医 療 ・ 介 護 等 専 門 職 、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど

に 対 す る 効 果 を 検 証  

(3)  効 果 的 な 普 及 促 進 の あ り 方 を 考 え る  

 

２ モデル事業の開催概要 

 

 

 

３ 参加者アンケート 

(1)  満足度  

「 と て も 満 足 」（ 59.6％ ）、「 満 足 」（ 36.8％ ）の 合 計 が 96.4％ 。会 場 別 で

大 差 は な く 、 総 じ て 高 い 評 価  

(2)  よかった点 

「 と て も 満 足 」「 満 足 」 の 回 答 者 の 「 よ か っ た 点 」 は 、「 他 の 参 加 者 と の 交

流 ・ 情 報 交 換 が 図 ら れ た 」（ 51.8％ ）、「 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ た 」（ 50.8％ ）、

「 日 常 生 活 や 活 動 に 役 立 っ た 」（ 46.1％ ）  

 

 

(3)  自由意見 

分 類 自由意見の主なポイント 

プ ロ グ ラ ム 

「 役 に 立 つ 」「 参 考 に 」「 楽 し い 」「 明 る く な る 」 な ど 、 受

託 団 体 の 創 意 工 夫 を 評 価 し 、プ ロ グ ラ ム に よ り 直 接・間 接 の

効 果 を 実 感 し て い る 。  

交 流 

カ フ ェ は 、誰 も が 参 加 で き 、出 会 い 、つ な が る 居 場 所 で あ

る 。一 緒 に 作 品 を つ く っ た り 、行 動 し た り す る こ と で 喜 び を

感 じ る と の 声 が 寄 せ ら れ た 。  

食 事 

食 事 な ど は 、カ フ ェ の 重 要 な パ ー ツ で あ る 。食 事 を 提 供 し

た カ フ ェ で は 、ヘ ル シ ー さ や 認 知 症 予 防 の レ シ ピ な ど が 好 評

で あ っ た 。  

接 客 ・ 対 応 

受 託 団 体 は 、日 ご ろ か ら 地 域 サ ロ ン 、コ ミ ュ ニ イ テ ィ・カ

フ ェ を 運 営 し て い る た め 、参 加 者 へ の 対 応 は 慣 れ て い る 。若

い 人 の ア イ デ ア で 心 が 温 か く な っ た な ど 、高 齢 者 に 評 価 さ れ

て い た 。  

そ の 他 

「 楽 し い 」の ほ か 、「 気 持 ち が 晴 れ た 」「 一 人 で は な い 」「 こ

の よ う な 場 が あ り 、心 強 い 」な ど 、カ フ ェ の 意 義 を 象 徴 す る

回 答 が 寄 せ ら れ た 。  

 

 

年月日 時間 実施団体 居場所名称・所在地 内容
参加
者数

平成25年
9月12日

13:00～
16:00

ぐるーぽ・ぴの 西野厨房だんらん（西区西
野８条９丁目１８－６７）

「地域で元気で暮らすために」長年地域で民生委
員として活動されている方を講師に地域の実情に
ついて話題提供し、意見交換を行う。

18

9月25日 10:00～
13:00 11

10月23日 10:00～
13:00 12

11月4日 13:30～
15:30

シーズネット もみじ台管理センター（厚別
区もみじ台北７―１－１）

笑いヨガ体操、お茶会、なないろテントをカフェ内に
設置。相談コーナーも 54

11月18日 10:30～
13:00

子育てワーカー
ズプチトマト

三世代交流ひろば　cafe亜
麻人（あまんと）（北区麻生町
６丁目１４－６髙橋ビル２F）

保健師から認知症についてのお話、「元気になる
ツボを知ろう」とマッサージ指導、ケーキと飲み物
で交流会

20

12月1日 10:30～
14:00

つなぐ 東月寒白樺会館（豊平区月
寒東４条１８丁目）

松ぼっくりツリーづくり、炊き込みご飯バイキング、
参加者同士で行うハンドマッサージ、相談コー
ナーの設置

35

12月1日 10:00～
15:00

白石まちづくり
ハウス

白石まちづくりハウス

（白石区平和通３丁目北

３－１　葵ビル１階）

テーブルごとの昔話、脳力アップゲーム、お食事
会、演歌体操。参加費200円 18

12月4日 10:00～
12:00

シーズネット もみじ台管理センター

（厚別区もみじ台北７―

１－１）

クリスマスをテーマに参加者と料理づくり・うたごえ
喫茶。相談コーナーも設置

16

12月5日 12:00～ ぐるーぽ・ぴ

の

西野厨房だんらん（西区

西野８条９丁目１８－６

７）

「認知症予防？アタマとカラダが冴える食事！」―

講師（管理栄養士・川原陽子さん）が作った食事を
しながら話合い。※参加費500円,食事＆飲物付 25

12月11日 14：00～
15：30

栄町ファミリー
クリニック　コ
ミュニティルー
ム

栄町ファミリークリニック（東
区北41条東15丁目1-18）

認知症の方・家族とサポーターの交流会。

動画を流し、自己紹介、体験談などを話し

てもらった後、全体で対話 18

12月16日 10:30～
14:00

子育て支援

ワーカーズプ

チトマト

三世代交流ひろば　cafe
亜麻人（あまんと）（北

区麻生町６丁目１４－６

髙橋ビル２F）

松ぼっくりのオーナメントづくり、園芸療法のお話、
ヘルシー弁当を食べながら交流会

17

12月19日 12：30～
14：30

ぐるーぽ・ぴ

の

かでる２・７（中央区北2条西
7丁目）　８１０B室（８階）

「認知症予防？アタマとカラダが冴える食事！」―

講師（管理栄養士・川原陽子さん）が作った食事を
しながら話合い。※参加費500円,食事＆飲物付

28

平成26年
1月12日

10:00～
15:00

白石まちづくり
ハウス

白石まちづくりハウス（白石
区平和通３丁目北３－１　葵
ビル１階）

地域包括支援Cなどからのお話、手指体操、お食
事会、演歌体操。参加費200円 24

さっぽろ福祉支
援ネット　あい
なび

地域交流サロンふじのカフェ
（南区藤野３条６丁目５－２）

認知症の方と家族が参加。手指体操、簡単３部式
着物着付けと撮影、アロマハンドマッサージ、日舞
鑑賞、ヘルシーランチ

参加者総数：296名

■オレンジカフェの満足度 ■カフェの良かった点 （複数回答）

回答項目 回答数 割合 回答項目 回答数 割合

とても満足 115 59.6% 役立つ情報が得られた 98 50.8%

満足 71 36.8% 日頃の生活や活動に役立った 89 46.1%

やや不満足 3 1.6% スキルアップにつながった 43 22.3%

不満足 0 0.0% 他の参加者との交流・情報交換が図られた 100 51.8%

その他 2 1.0% 抱えていた問題・不安の解消につながった 22 11.4%

無回答 2 1.0% その他 69 35.8%

オレンジカフェ開催結果と今後のあり方 
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(4)  認知症に対する知識 

適 切 な 治 療 や 訓 練 で 認 知 症

の 進 行 を 遅 ら せ る こ と が で き

る こ と を 「 よ く 知 っ て い る 」

（ 21.8％ ）、「 あ る 程 度 知 っ て い

る 」（ 45.6％ ） と 比 較 的 高 い 。  

(5)  心配なときの相談先 

「 病 院・医 療 機 関 」が 59.1％

で あ る 一 方 、「 地 域 包 括 支 援 セ ン

タ ー 」（ 35.2％ ）、「 区 役 所 の 保

健 セ ン タ ー 」（ 16.1％ ）  

(6)  認知症を学ぶ機会への今後の

参加意向 

「 参 加 し た い 」（ 73.1％ ）  

(7)  アンケート結果のまとめ 

①  参 加 者 の 満 足 度 は 非 常 に 高 く 、

地 域 の 居 場 所 の 意 義 の 大 き い  

②  カ フ ェ の ね ら い の 一 つ 「 交

流 ・ 情 報 交 換 」 で 一 定 の 効 果

を 確 認  

③  プ ロ グ ラ ム の ポ イ ン ト は 、「 楽 し さ 」「 役 立 つ 」「 話 す こ と 、 参 加 す る こ と 」

「 運 動 」 が 絡 み 合 い 、 高 い 満 足 度 に  

④  抱 え る 問 題 に つ い て の 共 有 や 語 り 合 い が 、介 護 の 疲 れ を癒し 、「 一 人 で は な

い 」 と い う安心 感 を 生 み 、 明 日 の糧に な る可能性を示唆  

 

４ 受託団体のヒアリング結果 

(1)  オ レ ン ジ カ フ ェ の 意 義 を 実 感 し 、今後の継続を希望  

(2)  継続す る た め の費用の 確 保 や 地 域 へ の浸透に課題  

(3)  PR な ど に苦労し 、地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 、介 護 事業所 、地 域 団 体 と の連携・

協力な ど 、 日 ご ろ のネットワークづく り の 大 切 さ を示唆  

(4)  運 営 者 の側と し て 、認 知 症 に 対 す る 知識、コ ミ ュ ニケー ション のスキル の必

要性を指摘  

(5)  実践で き る 人材育成が課題  

(6)  モデ ル 事業は 認 知 症 の 人 や 家 族 を 意識し た が 、それ に限定 す る こ と な く 、誰

に で も 居 場 所 は 大 切 と い うスタ ンスが 大半  

 

 

 

[項目別のヒアリング結果] 

項 目 主なポイント 

開 催 し て 

感 じ た こ と 

�  開催意 義 を 実 感 し 、 強 い今後の継続意向  

�  認 知 症 の 家 族 と の 交 流 や 気軽に 話 す 場 の 大 切 さ を 認識  

開 催 場 所 
�  5 団 体 が 居 場 所 を 常設し 、 確 保 に 大 き な困難は な か っ た  

�  継続の必要性や 居 場 所 と し て の浸透、 運 営費用が課題  

居 場 所 づ く り

と 認 知 症 

�  認 知 症 に限らず、 誰 に で も 居 場 所 は 大 切  

�  ＰＲに苦労し 、 専 門 機 関 や 地 域 団 体 と のネットワークづく

り の 大 切 さ を 実 感  

認 知 症 の 人 の

参 加 と 課 題 

�  認 知 症 の 人 の 参 加 は 、社会 に 認 知 症 へ の理解の広が り が必

要 。 症状の 程 度 に よ り 、 受入れ側のスキル も 大 事  

�  気軽な雰囲気づく り が 、悩み や 体験の 共 有 を 促 す  

�  認 知 症 関連情 報 の 一元化・ 共 有化が必要  

継 続 へ の 課 題 

�  運 営 の財源に苦労、 人材育成が ポ イ ン ト  

�  カ フ ェ以外の 活 動 を し っ か り 確 立 す る こ と が 大 切  

�  範囲を広げた シ ニ ア サ ロ ン 、 カ フ ェ の 意 義 の周知 な ど の課

題 を 提示  

広 報 ・ Ｐ Ｒ 

方 法 

�  カ フ ェ の PR は 団 体 の置か れ た状況に よ っ て異な る  

�  独自の通信（NEWS，お た よ り ） や 会員の呼び か け 、町内

会 の 回覧、 関係機 関 へ の協力な ど で集客  

�  広報 も カ フ ェ を成功に 重 要  

当 事 者 と 一 般

の 方 の 交 流 

の 課 題 

�  認 知 症 の 人 が 気軽に社会 参 加 し て も ら う状況に な い  

�  近所 の助け 合 い と い う つ な が り を再構築が必要  

�  症状や状況に 応 じ て 気軽に 参 加 で き 、 コ ミ ュ ニケー ション

が と れ るメニ ュ ー や 運 営 者 の 知識・スキル の向上が課題  

効 果 的 な 

プ ロ グ ラ ム 

�  認 知 症 予 防 に つ な が る 食 事 や レ シ ピ の 提 供 、 楽 し く 参 加 で

き る笑いヨガや演歌体操、 参 加 者同士が お互い にハンドマ

ッサ ー ジ を 行 う 、簡単に つ く れ る松ぼっ く り講習、料理教

室の開催、分り や す い紙芝居ふう の資料作成な ど多彩  

�  フ ラ ンクな 場 で の相談コ ーナー設置も 効 果 的  

継 続 の 工 夫 

�  予 防 の た め の 知識提 供 は も と よ り 、 楽 し さ が ポ イ ン ト  

�  重 い 方 は送迎付き も 工 夫 のひと つ  

�  広報 や 運 営 のスキル の蓄積・ 共 有 な ど も必要  

�  傾聴ボ ラ ン テ ィ ア の配置な どひと り で も 参 加 し や す い状況

づく り も 。運 営 、広報 、コ ー デ ィネー ト す る 人材を育成し 、

様々な 地 域資源と つ な が っ て協力が必要  

 

■認知症を遅らせる等の知識

回答項目 回答数 割合

よく知っている 42 21.8%

ある程度知っている 88 45.6%
聞いたことはあるがよく分らない 31 16.1%

全く知らない 9 4.7%

その他 1 0.5%

無回答 22 11.4%

計 193 100.0%

■心配なときの相談先 （複数回答）

回答項目 回答数 割合

病院・医療機関 114 59.1%

区役所の保健センター 31 16.1%

地域包括支援センター 68 35.2%

認知症コールセンター 12 6.2%

民生委員 13 6.7%

家族・親族 44 22.8%

友人・知人 20 10.4%

分らない 7 3.6%

■カフェに対する今後の参加意向

回答項目 回答数 割合

参加したい 141 73.1%

参加したくない 3 1.6%

分らない 23 11.9%

その他 1 0.5%

無回答 25 13.0%

計 193 100.0%
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５ カフェ運営に必要な支援 

■受託団体が求める支援 

項  目  具  体  的  な  内  容  

制度、相談、医

療 機 関 な ど の

情 報 

認 知 症 に 関 す る各種制度 、相談コ ーナー の 所在や

相談で き る 事項、相談機 関 や 医 療 機 関 の 情 報 な ど

を コ ン パクト に 提 供  

カ フ ェ の 情 報 
開設日時、 会 場 な ど の 情 報 、 プ ロ グ ラ ム な ど の 運

営ノウハウの 情 報 共 有 と発信  

人 材 育 成 

認 知 症 を理解し 、 コ ミ ュ ニケー ション が 図 れ 、

様々な サ ポ ー ト を 実践で き る 人材育成（ 認 知 症 サ

ポ ー タ のバー ジョン アップ ）  

会 場 の 確 保 
会 場 の使用料に 対 す る 支 援 、 運 営 の た め の助成制

度  

 

６ オレンジカフェの今後のあり方 

 [居場所として―共生型]  

(1)  地域交流サロンなどの既存資源を有効活用 

①  市内の多様な 地 域 サ ロ ン 活 動 の広が り を下地 に  

②  医 療 、 介 護 、福祉の 専 門 機 関 、 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア な ど が 関わり を深め 、

オ レ ン ジ カ フ ェ の 実現を 加速  

(2)  共生型のユニバーサルなカフェづくり 

①  居 場 所 はだれ に と っ て も 大 切 （ 認 知 症 の 人 と 家 族だけ の 居 場 所 で は な い ） 

②  特別 な 場 所 で は な く 、オ レ ン ジ カ フ ェ と い う看板も な い 、そし て 、誰 も が

特別 な存在で は な く 、それぞれ の個性が尊重 さ れ 、一 人 の 人 間 と し て 楽 し

く 、 心豊か に過ご せ る 場 が 大 切  

③  共 生型のユニバー サ ル な カ フ ェづく り が札幌のまち に よ く似合 う  

  [活用のあり方―地域包括ケアに寄与] 

(3)  居場所と関係機関の連携―つながる場、支え合いが生まれる場へ 

①  認知症支援はあらゆる資源の連携で成り立つ 

�  認 知 症 の 人 や 家 族 の 支 援 は 、当事 者同士や 医 療 、介 護 、福祉な ど の 専 門

機 関 、町内会 や社会福祉協議会 な ど の 地 域 機 関 、ボ ラ ン テ ィ ア な ど が連

携し て成り 立 つ  

�  モデ ル 事業は 、受 託 団 体 と と も に 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 、介 護 予 防 セ ン

タ ー 、医 療 機 関 、グ ル ー プホー ム 、町内会 、食 生 活改善推進員の 関係機

関 な ど が 参 加・協力。オ レ ン ジ カ フ ェ と い う 場 で 、同じ目的 を 有 し な が

ら連携を 進 め て い く 好 事例  

 

 

②  気軽でフラットな連携の場、支援の入口に 

�  地域ケア会議がフォーマルな連携の場とすれば、オレンジカフェはイン

フォーマルな連携の場。支 援 す る 人 、支 援 を 受 け る 人 と い う 一 方 的 な 関

係で は な く 、同じ 地 域 、 カ フ ェ に集う フ ラット な 関係が期待で き る  

�  モデ ル 事業を 実施し た 医 療 機 関 で の カ フ ェ で は 、「診療時に は聞け な い

率直 な悩み や 体験が聞け た 」と い う 。気軽でフラットな関係であればこ

そ、得られたもの 。相談コ ーナー を設け た カ フ ェ で は 、公式の相談には

ない打ち解けた雰囲気が あ っ た 。  

�  先行研究で は 、「 認 知 症 カ フ ェ と い うゆる や か な つ な が り は 、本人 と 家

族 に と っ て 、専 門 職 や 地 域 の第三者（理解あ る 人 ）は理解の あ る友達の

よ う な第三者 と し て 機能す る 。こ の よ う な存在は 、認 知 症 の 人 と 家 族 の

関係、本人 と周囲と の 関係に良い 方向の変化を 生 み 出 し て い る 」と指摘。 

 

③  気づき、つながり、“地域包括ケア”実現にも寄与 

�  認 知 症 に つ い て はまだ正し い理解が社会 に浸透し て い な い 。病 院 に か か

っ た り 、区 役 所 や 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に相談に 行 っ た り す る に は 、本

人 や も と よ り 家 族 もまだまだ踏み 出 し に く い状況に あ る 。  

�  楽 し み な が ら 、認 知 症 の 知識を 得 た り 、予 防 の た め の 運 動 を し た り 、日

常 的 な 交 流 の中で 、当事 者 や 家 族 、周囲の 人 が 気づき 、相談に結び つ き 、

医療や介護、福祉のサービスにつながるきっかけとしても可能性が大  

�  一 人暮ら し の 高 齢 者 は 、札幌市内で約 8 万 1 千世帯（ 2010 年国勢調

査）に達し 、今後も急激に増加 し て い く こ と が 予想さ れ て い る 。外と の

交 流 で“気づき“が 得 ら れ る 。  

�  認 知 症 の 人 の 家 族 も 、責任感 の 強 い 人 ほ ど すべて を 抱 え込み が ち で 、抱

え る悩み は 実 に数多く 、多岐に渡る 。家族のレスパイトケアとして機能  

�  オ レ ン ジ カ フ ェ と い う 場 が 、認知症の人や家族、地域の人々、ボランテ

ィア、医療や介護などの専門機関との出会いの場と し て広が る こ と で 、

当事 者 の不安の解消に つ な が り 、あらゆる地域資源がつながって、住み

慣れた地域に最後まで安心して暮らせる“地域包括ケアシステム”が実

現す る 。  


